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●　平成２０年４月１日発行／発行所・蕨市役所

●　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｗａｒａｂｉ．ｓａｉｔａｍａ．ｊｐ

●　蕨市の面積　５．１０km２

●　３月１日現在人口：７０，９９９人 　前 月 比－１０３人

　　　　　　　　　　　男　３６，３１７人　女　３４，６８２人

　　　　　　　　　　世帯数：３４，３７１

　　　　　　　　　　人口密度：１３，９２１人／km２

２００８/平成２０年

わらび・676
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さわやかな汗と会話も
はずむ市民公園の散策

　柔らかな日ざしが心地よい季節。
塚越５丁目の蕨市民公園に足を運
ぶと、楽しそうに園内の周回道路
（６００㍍）をウオーキングしている女
性の姿がありました。「ほら、あそ
この花がきれいだね～」。色とり
どりの花や緑を見ながらのウオー
キングは自然と会話もはずみます。
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│
│
市
長
就
任
か
ら　

か
月
が
過

１０

ぎ
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
の
市

２０

政
を
進
め
る
基
本
的
な
考
え
方
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
長　

引
き
続
き
、
蕨
は
１
つ
の

立
場
で
す
べ
て
の
市
民
の
た
め
の

市
政
運
営
を
貫
き
、
日
本
一
の
あ

っ
た
か
市
政
を
目
指
し
て
１
歩
１

歩
着
実
な
改
革
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
で
「
す

ぐ
実
行
す
る
」と
約
束
し
た
こ
と
は

　

年
度
で
達
成
し
ま
し
た
か
。

１９市
長　

市
政
検
証
委
員
会
の
設
置

や
連
続
値
上
げ
計
画
の
凍
結
の
ほ

か
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ

の
支
援
強
化
、
市
長
給
与
の　

％
３０

削
減
と
退
職
金
の　

％
削
減
、
市

５０

長
の
高
級
公
用
車
の
売
却
な
ど
、

お
お
む
ね
実
行
で
き
ま
し
た
。

│
│
初
め
て
の
予
算
編
成
で
特
に

注
意
し
た
点
は
な
ん
で
す
か
。

市
長　

あ
っ
た
か
市
政
に
向
け
た

「
３
つ
の
改
革
」
と
、
５
つ
の
重

点
施
策
に
基
づ
き
、
就
任
し
て
か

ら
お
会
い
し
た
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
や
市
民
意
識
調
査
の
結

果
を
取
り
入
れ
、マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

本
格
的
な
実
現
へ
大
き
な
１
歩
を

踏
み
出
す
予
算
と
し
た
こ
と
で
す
。

→の｢受験案内｣でご確認を １次試験＝5月11日 申し込み＝18日までに蕨警察署警務課（錦町1―12―21 �444・0110）へ持参か郵送（消印有効）

日
本
一
の
あ
っ
た
か
市
政
実
現
へ

　

平
成　

年
度
の
予
算
を
編
成

２０

特　集
新年度予算

①市長の方針と概要

　

市
で
は
、新
し
い
年
度
の
始
ま
り
に
は
、あ
ら
か
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た
ご
意
見
な
ど

を
参
考
に
事
業
計
画
を
立
て
、か
か
る
お
金
を
計
算
し
ま
す
。そ
う
し
た
事
業
と
経
費
を
数
値
で
具
体
化

し
た
も
の
が
予
算
で
、第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
今
月
は
、新
年
度
予
算
の
特

集
で
す
。
２
、
３
㌻
で
は
、�
�
市
長
に
新
年
度
の
市
政
運
営
や
予
算
編
成
の
考
え
方
を
聞
き
ま
し
た
。

│
│
具
体
的
に
は
、
ど
う
い
う
こ

と
で
す
か
。

市
長　
「
３
つ
の
改
革
」で
は
、
ま

ず
第
１
の
改
革
で
あ
る
「
長
期
政

権
の
し
が
ら
み
か
ら
の
脱
却
」
で

は
、
市
政
検
証
委
員
会
で
明
ら
か

に
な
っ
た
改
革
の
課
題
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

第
２
の
改
革
で
あ
る
「
ム
ダ
遣

い
の
一
掃
」
で
は
、
市
民
参
加
の

検
討
委
員
会
で
西
口
再
開
発
第
２
、

第
３
工
区
の
見
直
し
を
図
る
と
と

も
に
、
中
央
第
一
区
画
整
理
の
見

直
し
に
も
着
手
し
ま
す
。

　

第
３
の
改
革
で
は
、
行
政
経
営

戦
略
プ
ラ
ン
に
あ
っ
た
、
公
共
料

金
な
ど
の
値
上
げ
計
画
を
凍
結
す

る
一
方
、
い
っ
そ
う
の
経
費
削
減

と
歳
入
確
保
に
努
め
て
い
く
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、５
つ
の
重
点
施
策
で
は
、

①
安
全
・
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
、
②
子
育
て
支
援
、
文
化
・

教
育
の
振
興
、
③
健
康
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
、④
元
気
な
商
店

街
・
元
気
な
蕨
づ
く
り
、
⑤
市
民

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
柱
に
、
市

民
生
活
の
向
上
に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
け
る
よ

う
、
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

春の日ざしを浴びながら市民公園で楽しむ市民の皆さ春の日ざしを浴びながら市民公園で楽しむ市民の皆さんん
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■一般会計
（歳　入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位＝千円

１世帯
当たり�円 

市民１人
当たり�円 比　較前　年　度本　年　度科　　目

３３１，０３９１６０，２６１０１１，４００，０００１１，４００，０００市 税

４，３５６２，１０９０１５０，０００１５０，０００地 方 譲 与 税

１，４５２７０３１０，０００４０，０００５０，０００利子割交付金

１，４５２７０３２０，０００３０，０００５０，０００配当割交付金

１，１６１５６２△１０，０００５０，０００４０，０００株式等譲渡所
得 割 交 付 金

１６，２６２７，８７２１０，０００５５０，０００５６０，０００地 方 消 費 税
交 付 金

３，１９４１，５４６０１１０，０００１１０，０００自動車取得税
交 付 金

３，３１０１，６０３２４，０００９０，０００１１４，０００地方特例交付金

１４，５１９７，０２９５０，０００４５０，０００５００，０００地 方 交 付 税

３１９１５５△２，０００１３，０００１１，０００交通安全対策
特 別 交 付 金

４，５６０２，２０７△１６，０２９１７３，０５２１５７，０２３分 担 金 及 び
負 担 金

７，５０６３，６３４△７５２２５９，２２６２５８，４７４使 用 料 及 び
手 数 料

５８，６６７２８，４０２１３５，５９２１，８８４，７２５２，０２０，３１７国 庫 支 出 金

２２，８４８１１，０６１△８，０９３７９４，９２０７８６，８２７県 支 出 金

２，３６５１，１４５△１，５１３８２，９５６８１，４４３財 産 収 入

６３０２００２００寄 附 金

１２，０５１５，８３３△２７５，１９０６９０，１７４４１４，９８４繰 入 金

４，３５６２，１０９０１５０，０００１５０，０００繰 越 金

２８，２７７１３，６８９△１５７，０８６１，１３０，８４７９７３，７６１諸 収 入

１９，４８２９，４３１７０，０００６００，９００６７０，９００市 債

５３７，１８２２６０，０５７△１５１，０７１１８，６５０，０００１８，４９８，９２９合　　計

（歳　出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位＝千円

１世帯
当たり�円 

市民１人
当たり�円 比　　較前　年　度本　年　度科　目

６，６８４３，２３６△２８，３２７２５８，５０４２３０，１７７議 会 費

６８，５０２３３，１６２△４６４，２９０２，８２３，２８５２，３５８，９９５総 務 費

１９７，５１２９５，６１８１６１，４９９６，６４０，２２３６，８０１，７２２民 生 費

５１，６３１２４，９９５△４１，７５８１，８１９，７８４１，７７８，０２６衛 生 費

２，７８３１，３４７△６７９５，９１６９５，８４９労 働 費

３０４１４７１１４１０，３４３１０，４５７農林水産
業 費

７，３３２３，５４９２０１２５２，２８３２５２，４８４商 工 費

７４，７７１３６，１９８５５，１６５２，５１９，７２２２，５７４，８８７土 木 費

２３，４７６１１，３６５△４５，５５２８５３，９８２８０８，４３０消 防 費

５７，５１０２７，８４２２４４，３２５１，７３６，１５６１，９８０，４８１教 育 費

４２，０５０２０，３５７１３，５３５１，４３４，５３０１，４４８，０６５公 債 費

３，７５６１，８１９△４５，９１６１７５，２７２１２９，３５６諸支出金

８７１４２２０３０，０００３０，０００予 備 費

５３７，１８２２６０，０５７△１５１，０７１１８，６５０，０００１８，４９８，９２９合　計

■警察官募集／高校卒業以上で18歳～29歳の人（4月1日現在）　試験区分は各警察署及び採用センター（さいたま市浦和区高砂3-15-1）で配布→

　各表は平成20年度の一般会計、特別会計、企業会計とその総合計表です。
一般会計では、市民１人当たりと１世帯当たりも換算してあります。

│
│
で
は
、　

年
度
予
算
の
あ
ら

２０

ま
し
は
、ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

市
長　

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
係
の

深
い
「
一
般
会
計
」
は
予
算
額
が

上
の
表
の
と
お
り
前
年
度
比
マ
イ

ナ
ス　

％
の
１
８
４
億
９
８
９
２

０.８

万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
療
保
険
や
区
画
整
理

な
ど
１
つ
の
事
業
だ
け
を
扱
う

「
特
別
会
計
」
は
今
月
か
ら
始
ま

っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
会

計
を
加
え
た
７
つ
と
な
り
ま
す
。

そ
の
合
計
額
は
１
４
５
億
５
７
０

０
万
円
で
す
。

　

一
方
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
収
入

で
経
営
す
る
病
院
、
水
道
の
「
企

業
会
計
」
で
は
合
計　

億
１
０
０

４２

３
万
円
で
、
全
会
計
を
合
わ
せ
た

蕨
市
全
体
の
予
算
総
額
は
、３
７

２
億
６
５
９
５
万
９
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

│
│
厳
し
い
財
政
運
営
の
な
か
で

す
が
、
最
後
に
今
年
度
の
市
政
運

営
に
取
り
組
む
決
意
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

市
長　

小
さ
な
ま
ち
の
よ
さ
を
最

大
限
生
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
全
国
に
誇
れ
る
す
ば

ら
し
い
ま
ち
、
そ
し
て
「
７
万
市

民
の
幸
せ
計
画
」
を
実
現
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

■特別会計　　　　　　　　　　　　単位＝千円、％
伸び率前　年　度本 　年　度会　　計　　名

△０．９６，６２５，０００６，５６３，０００国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

△９０．１４，２９８，０００４２４，０００老 人 保 健 医 療 特 別 会 計

△４．６２，２３８，０００２，１３６，０００公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

△２．４１，１９０，０００１，１６１，０００錦町土地区画整理事業特別会計

４．９１０３，０００１０８，０００中央第一土地区画整理事業特別会計

７．２３，１８５，０００３，４１４，０００介 護 保 険 特 別 会 計

皆増０７５１，０００後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

△１７．５１７，６３９，０００１４，５５７，０００合　　　　　　計

平成２０年１月１日現在の人口７１，１３４人　世帯３４，４３７で計算しています。

■企業会計　　　　　　　　　　　　単位＝千円、％
伸び率前　年　度本　年　度予算科目会　計　名

△１．０２，９５８，９２６２，９３０，１２５収益的支出病院事業会計

△２．０１，３０６，５６５１，２７９，９０５収益的支出水道事業会計

△１．３４，２６５，４９１４，２１０，０３０合　　　　　計

■総合計　　　　　　　　　　　　　単位＝千円、％
伸び率前　年　度本　年　度会　　計　　名

△０．８１８，６５０，０００１８，４９８，９２９一 般 会 計

△１７．５１７，６３９，０００１４，５５７，０００特 別 会 計

△１．３４，２６５，４９１４，２１０，０３０企 業 会 計

△８．１４０，５５４，４９１３７，２６５，９５９合　　　　　計

　

小
さ
い
子
は
ど
う
し
て

も
病
気
で
の
通
院
が
多
く
、

乳
幼
児
医
療
に
は
助
け
ら

れ
ま
し
た
。
小
学
生
に
な

る
と
行
動
範
囲
が
広
が
り
、

今
度
は
け
が
が
増
え
て
い

る
の
で
、
子
ど
も
医
療
費

無
料
の
拡
大
な
ど
、
子
育

て
を
支
援
し
て
く
れ
る
予

算
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
元
気
応
援
を

 後  藤 　 史  子 さん
ご とう のぶ こ

中央３丁目

　
　
　
　
　
　
予
算
・
事
業
に
ひ
と
言　　
　
　
　
　

　

趣
味
の
オ
カ
リ
ナ
を
通

じ
て
、
公
民
館
で
は
多
く

の
温
か
い
人
に
触
れ
合
え

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
が
盛
ん
で
郷
土
愛
が
豊

か
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
そ

ん
な
市
民
が
駅
西
口
再
開

発
の
見
直
し
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
で
き
る
の

は
蕨
の
未
来
を
感
じ
ま
す
。

未
来
感
じ
る
市
民
参
加

 青  儀 　 憲  行 さん
あお ぎ のり .ゆき

北町４丁目
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そ
れ
で
は
、
平
成　

年
度
の
予

２０

算
の
内
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か

わ
り
の
深
い
、
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
３
㌻
で
説

明
し
た
と
お
り
、
１
８
４
億
９
８

９
２
万
９
０
０
０
円
で
す
。
こ
れ

は
、
主
な
歳
入
の
市
税
収
入
が
、

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
市

民
税
個
人
分
で
、
個
人
所
得
の
回

復
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
一
部
の

企
業
で
前
年
度
、税
収
減
が
あ
り
、

前
年
度
と
同
額
程
度
の
１
１
４
億

円
と
な
っ
た
こ
と
や
、
地
方
自
治

体
間
の
税
収
格
差
を
な
く
す
た
め

の
地
方
交
付
税
で
、
政
府
が
特
別

枠
と
し
て
今
年
度
設
け
た
地
方
再

生
対
策
費
な
ど
を
勘
案
し
て
、
５

億
円
を
見
込
ん
だ
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。ま
た
、毎
年
収
益
事

業
収
入
と
し
て
見
込
ん
で
い
る
戸

田
競
艇
事
業
収
入
は
、
１
億
２
５

０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
前
年
度
に
比
べ
て
マ

イ
ナ
ス　

％
と
い
っ
た
厳
し
い
予

０.８

算
編
成
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

一
方
、歳
出
に
つ
い
て
は
、
一

段
と
厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
、

更
に
経
費
を
節
約
し
な
が
ら
、
ご

→電話を切る　家族に事実確認する　すぐに振り込まない　警察などに相談 税務署や市役所がＡＴＭで税金などの還付をすることはありません

市
民
１
人
が
負
担

す
る
税
金　
　
　

市税総額
１人当たり

市　民　税固定資産税都市計画税市たばこ税軽自動車税市
民
１
人
に
使
わ

れ
る
市
の
お
金　

歳出総額
１人当たり

民　生　費

１６０，２６１円７９，３７２円５９，１４４円１４，０５５円７，３１０円３８０円２６０，０５７円９５，６１８円

一
般
会
計
の
予
算
総
額

　

％
減
の
約
１
８
５
億
円

０.８

特　集
新年度予算

②１人当たりに換算

　

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
係
の
深
い
一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る
数
字
で
分
か
り
づ
ら
い

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
４
、５
㌻
で
は
、
予
算
額
を
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
し
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

市
民
１
人
に
使
わ
れ
る
お
金
約　

万
円

２６

み
の
有
料
化
や
下
水
道
料
金
な
ど

の
連
続
値
上
げ
を
凍
結
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
を
第
一
に
考
え

る
と
と
も
に
、
直
接
お
会
い
し
た

皆
さ
ん
の
声
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、今
年
度
の

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。そ
の

主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
６

㌻
か
ら
９
㌻
ま
で
で
説
明
し
ま
す
。

元気に走る子どもたちのように新年度予算がスタート

未来を担う子どもたちの成長を応援します
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■還付金詐欺やオレオレ詐欺など振り込め詐欺被害が多発／手口も複雑で巧妙化 被害に遭わないためのポイント＝まず落ち着く いったん→

　

一
般
会
計
予
算
は
、
た
く
さ
ん

の
項
目
が
集
ま
っ
て
出
来
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
市
民
１
人
が
ど

れ
く
ら
い
税
金
を
負
担
す
る
の
か
、

ま
た
、
市
民
１
人
に
ど
れ
く
ら
い

お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
今

年
１
月
１
日
現
在
の
蕨
市
の
人
口

（
７
万
１
１
３
４
人
）
で
計
算
し

て
み
ま
し
た
。
４
㌻
か
ら
５
㌻
ま

で
の
下
図
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
総
額

は　

万
２
６
１
円
で
、前
年
度
よ
り

１６
７
８
１
円
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
訳
は
、
皆
さ
ん
（
法
人

を
含
む
）
に
所
得
な
ど
に
応
じ
て

納
め
て
い
た
だ
く
市
民
税
が
最
も

多
く
７
万
９
３
７
２
円
で
す
。
次

は
土
地
や
家
な
ど
を
所
有
さ
れ
て

い
る
人
に
納
め
て
い
た
だ
く
固
定

資
産
税
の
５
万
９
１
４
４
円
で
す
。

こ
の
２
つ
の
税
は
、
市
税
の
約　
８６

％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
前
年
に

比
べ
１
人
当
た
り
計
５
５
９
円
減

少
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
約　

％
１４

は
都
市
計
画
税
１
万
４
０
５
５
円
、

市
た
ば
こ
税
７
３
１
０
円
、
軽
自

動
車
税
３
８
０
円
で
す
。

　

一
方
、
市
民
１
人
当
た
り
に
使

わ
れ
る
市
の
お
金
は
、
総
額　

万
２６

５
７
円
で
す
。
内
訳
は
、
子
育
て

支
援
を
は
じ
め
、
お
年
寄
り
や
体

の
不
自
由
な
人
な
ど
、
福
祉
の
充

実
に
使
わ
れ
る
民
生
費
で
９
万
５

６
１
８
円
な
ど
、
前
年
度
に
比
べ

１
８
１
５
円
増
え
て
い
ま
す
。
次

は
、
公
園
や
道
路
の
整
備
、
そ
の

ほ
か
駅
西
口
地
区
再
開
発
事
業
な

ど
に
使
わ
れ
る
土
木
費
は
、
新
規

事
業
の
蕨
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

工
事
設
計
委
託
料
な
ど
で
前
年
度

よ
り
６
０
３
円
増
え
、３
万
６
１

９
８
円
で
す
。以
下
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
の
ほ
か
、

市
制　

周
年
記
念
事
業
準
備
費
な

５０

ど
を
含
む
総
務
費
が
、
前
年
度
比

６
７
２
１
円
減
少
の
３
万
３
１
６

２
円
。
教
育
や
文
化
に
か
か
る
教

育
費
２
万
７
８
４
２
円
、
各
種
健

診
、
環
境
事
業
を
行
う
衛
生
費
２

万
４
９
９
５
円
と
続
き
ま
す
。

比
で
す
。
５
㌻
の
円
グ
ラ
フ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

　

入
っ
て
く
る
お
金（
歳
入
）の
中

で
最
も
多
い
の
が
、
住
民
税
や
固

定
資
産
税
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
市
税
で
約　

％
を
占

６２

め
て
い
ま
す
。次
は
、児
童
手
当
や

生
活
保
護
な
ど
、
国
が
市
に
使
い

み
ち
を
決
め
て
交
付
す
る
国
庫
支

出
金
の
約　

％
で
す
。
続
い
て
は

１１

諸
収
入
の
約
５
％
で
、
戸
田
競
艇

事
業
収
入
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

使
わ
れ
る
お
金（
歳
出
）を
見
て

み
ま
す
と
、福
祉
の
た
め
の
民
生
費

が
約　

％
、以
下
は
公
園
や
道
路
整

３７

備
の
た
め
の
土
木
費
が
約　

％
、

１４

行
政
サ
ー
ビ
ス

全
般
に
か
か
る

総
務
費
は　

％
１３

と
続
き
ま
す
。

　

な
お
、
長
期

に
わ
た
っ
て
使

用
さ
れ
る
公
共

施
設
の
建
設
な

ど
に
は
、
一
時

的
に
多
額
の
お

金
が
か
か
る
た

め
、
そ
の
年
度

だ
け
で
皆
さ
ん

に
負
担
し
て
い

た
だ
く
に
は
無

理
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
世
代
間

の
負
担
を
公
平

に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
に
発

行
す
る
今
年
度
の
市
債
は
、
約
６

億
７
０
０
０
万
円
の
予
定
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
借
金
の
返

済
に
当
た
る
公
債
費
は
、
約　

億
１４

５
０
０
０
万
円
で
、そ
の
内
、元
金

分
を
約　

億
１
０
０
０
万
円
計
上

１２

し
て
い
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
一

般
会
計
で
は
、平
成　

年
度
を
通
じ

２０

て
、借
金
が
約
５
億
４
０
０
０
万
円

減
少
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
し

減
少
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
たた
。

　

こ
う
し
て
、
７
万
市
民
の
幸
せ

計
画
の
第
１
歩
と
な
る
平
成　

年
２０

度
の
予
算
は
、
歳
入
の
確
保
と
予

算
の
重
点
的
配
分
を
し
て
日
本
一

の
あ
っ
た
か
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

土　木　費総　務　費教　育　費衛　生　費公　債　費消　防　費商　工　費議　会　費諸支出金労働費ほか

３６，１９８円３３，１６２円２７，８４２円２４，９９５円２０，３５７円１１，３６５円３，５４９円３，２３６円１，８１９円１，９１６円

市税
61.63％国庫支出金

10.92％諸収入
5.26％

県支出金
4.25％市債

3.63％

地方消費税
交付金
3.03％

地方交付税
2.70％

その他
8.58％

民生費
36.77％

土木費
13.92％

総務費
12.75％

教育費
10.71％

衛生費
9.61％

公債費
7.83％

消防費
4.37％

商工費
1.36％

議会費
1.24％

諸支出金
0.70％労働費

0.52％
予備費
0.16％

農林水産業費
0.06％

歳出

歳入

平成２０年度一般会計歳入歳出予算構成比 一
般
会
計
の
予
算
額
を

市
民
１
人
当
た
り
換
算

使
わ
れ
る
お
金
第
１
位

民
生
費
は　

年
連
続
で

１１

　

次
は
、
一
般
会
計
の
予
算
構
成

子どもからお年寄りまでの事業も充子どもからお年寄りまでの事業も充実実
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一
般
会
計
予
算（
主
な
事
業
）

総　　　務　　　費民　　　生　　　費

■労働委員会制度／労働者と使用者間の紛争を公平な立場で解決の支援　詳しくは県労働委員会事務局（�048・830・6465）のホームページで

新　

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
、０
０
０

拡　

国
際
交
流
事
業
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
、３
１
８

◎　

防
犯
灯
設
置
等
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
、５
４
０

◎　

自
主
防
犯
組
織
活
動
物
品
購
入
費
補
助
金　
　
　
　

１
、７
５
０

拡　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報
シ
ス
テ
ム　
　
　
　
　
　
　
　

１
、７
５
１

　
　

番
組
制
作
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
、６
６
２

新　

県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
参
加
資
格
共
同
審
査
協
議
会
負
担
金　

１
６
０

新　

市
制
施
行　

周
年
記
念
事
業
準
備　
　
　
　
　
　
　

４
、８
５
７

５０

　
　

情
報
処
理
業
務
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
、９
６
２

　
　

県
市
町
村
電
子
申
請
共
同
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務
等
委
託
料　

１
、９
８
４

新　
「
人
権
の
花
」運
動　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０

新　

市
民
活
動
調
査
研
究
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０

　
　

町
会
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
、２
３
５

　
　

町
会
街
灯
電
気
料
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
、７
３
８

　
　

町
会
街
灯
維
持
管
理
費
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　

３
、０
２
１

　
　

安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金　
　
　

１
７
、０
０
０

　
　

交
通
安
全
施
設
整
備
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
、２
５
０

　
　

あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
整
備
工
事　
　
　
　
　
　
　

１
、０
０
０

　
　

駅
前
自
転
車
対
策
業
務
委
託
料　
　
　
　
　
　
　

４
４
、２
１
６

拡　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業　
　
　
　
　
　
　

４
６
、９
３
２

　
　

市
民
会
館
指
定
管
理
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
２
、７
９
７

　
　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
取
扱
手
数
料
等　
　
　
　
　
　
　
　

２
、１
４
０

新　

滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
、２
６
７

新　

外
国
人
登
録
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
９
２
４

新　

裁
判
員
制
度
用
パ
ソ
コ
ン
ほ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
５
６

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
６
、０
１
３

　
　

市
民
葬（
委
託
料
・
式
場
使
用
料
）　
　
　
　
　
　

４
０
、９
２
６

　
　

自
立
支
援
給
付
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
５
、６
８
３

　
　

地
域
生
活
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
、３
４
４

　
　

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料　
　
　
　

４
、８
９
４

　
　

紙
お
む
つ
給
付
費（
障
害
者
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
、３
２
７

　
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
給
付
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
、６
６
１

　
　

障
害
者
通
所
施
設
利
用
者
負
担
軽
減
補
助
金　
　
　

４
、４
４
０

　
　

在
宅
重
度
障
害
者
手
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
５
、２
８
０

　
　

自
立
支
援
医
療
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
、４
０
０

　
　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
費　
　
　
　
　
　

１
１
１
、９
５
１

　
　

あ
す
な
ろ
学
園
運
営
費
負
担
金　
　
　
　
　
　
　

２
３
、６
３
９

　
　

特
別
支
援
学
校
等
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
金　
　

４
、７
０
４

　
　

心
身
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
事
業
補
助
金　
　
　

１
６
、３
１
６

　
　

生
活
ホ
ー
ム
事
業
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
、７
０
５

　
　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ド
リ
ー
マ
松
原
指
定
管
理
料　

３
４
、０
５
０

　
　

知
的
障
害
者
更
生
施
設
ハ
ー
ト
松
原
指
定
管
理
料　

９
、５
４
１

　
　

知
的
障
害
者
授
産
施
設
レ
イ
ン
ボ
ー
松
原
指
定
管
理
料　

９
、３
０
２

　
　

敬
老
祝
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
、７
８
０

　
　

入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
、１
６
０

　

重
点
施
策
の
５
本
柱
の
１
本
目

を
支
え
、
推
し
進
め
る
た
め
に
、

蕨
市
で
は
、
夜
間
で
も
安
心
し
て

歩
け
る
よ
う
に
、
防
犯
灯
を
４
年

間
で
３
０
０
基
設
置
す
る
計
画
を

立
て
、今
年
度
は　

基
を（
新
設　

７５

４３

基
、建
て
替
え　

基
）設
置
し
ま
す
。

３２

　

ま
た
、
町
会
を
は
じ
め
と
す
る

皆
さ
ん
の
防
犯
活
動
の
結
果
、
昨

年
の
犯
罪
発
生
件
数
は
、
２
７
１

件（
約　

％
）も
減
少
し
ま
し
た
。

１２

そ
こ
で
、
防
犯
ジ
ャ
ン
パ
ー
や
反

射
ベ
ス
ト
な
ど
の
購
入
経
費
を
３

分
の
２
補
助
す
る（
上
限
あ
り
）、

　

年
度
創
設
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

１９ア
団
体
へ
の
補
助
制
度
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

２
つ
目
の
対
策
は
、
駅
周
辺
の

放
置
自
転
車
対
策
で
す
。
最
近
は

減
少
傾
向
に
あ
る
放
置
自
転
車
も
、

防
犯
対
策
更
に
強
化
へ

設
備
増
設
と
活
動
支
援

特　集
新年度予算

③主な施策と事業

　

こ
こ
６
㌻
か
ら
９
㌻
ま
で
は
、
５
つ
の
重
点
施
策
の
主
な
事
業
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
全
国
に
誇

れ
る
す
ば
ら
し
い
ま
ち
、
市
民
と
行
政
が
心
を
１
つ
に
し
て
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

5
つ
の
柱
で「
あ
っ
た
か
市
政
」を
推
進

６
つ
の
対
策
を
立
て
ま
し
た
。

　

そ
の
１
つ
目
は
、
防
犯
対
策
で

す
。
昨
年
の
県
内
に
お
け
る
人
口

１
０
０
０
人
当
た
り
の
犯
罪
発
生

率
が
２
年
連
続
ワ
ー
ス
ト
２
位
の

そ
の
保
管
場
所
は
依
然
と
し
て
満

杯
状
態
で
す
。
ま
た
、
歩
行
者
の

安
全
と
駅
周
辺
の
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
放

置
自
転
車
対
策
を
引
き
続
き
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
交
通
安
全
対
策
で

す
。
市
域
が
日
本
一
狭
い
蕨
市
で

は
、
他
市
か
ら
他
市
へ
通
過
す
る

だ
け
の
車
が
生
活
道
路
に
入
り
込

ん
で
く
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。そ
こ
で
、交
通
事
故
が
起
き

や
す
い
場
所
に
、歩
行
者
や
自
転
車

の
通
行
を
優
先
す
る「
あ
ん
し
ん
歩

行
エ
リ
ア
」
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

重点施策
①

�
���
�
�
�
�
�
�
	


�
�

新
＝
新
規
事
業　

拡
＝
拡
充
事
業 

◎
＝
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
項
目　

単
位
＝
千
円

守
る
児
童
生
徒
の
安
全

耐
震
化
の
工
事
始
ま
る

　

４
つ
目
は
、
防
災
対
策
で
す
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震

災
害
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
、
新
耐
震
基
準
施
行
（
昭
和　
５６

年
）
以
前
に
建
築
さ
れ
た
す
べ
て�

日ごろ地域の安全を守る防犯パトロールの皆さ日ごろ地域の安全を守る防犯パトロールの皆さんん
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８
ペ
ー
ジ
へ
続
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

福
祉
入
浴
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
、１
６
０

　
　

訪
問
理
美
容
・
福
祉
理
美
容
委
託
料　
　
　
　
　

１
２
、８
１
０

　
　

紙
お
む
つ
給
付
費（
高
齢
者
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
、９
８
２

　
　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
助
成
金　

１
６
、６
２
１

　
　
　

時
間
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料　
　
　

１
４
、２
７
０

２４

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金　
　
　
　
　
　

２
５
、１
０
１

　
　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
委
託
料　
　
　
　
　
　
　

１
２
、０
１
４

拡　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
け
や
き
荘
カ
ラ
オ
ケ
設
備
入
れ
替
え　

１
、６
９
６

　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
け
や
き
荘
改
修
工
事　
　
　
　

５
、８
８
０

　
　

南
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事　
　
　
　

６
、１
２
０

　
　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料　
　
　
　

２
３
、７
４
１

　
　

ド
リ
ー
マ
松
原
浴
槽
入
れ
替
え　
　
　
　
　
　
　

１
１
、０
２
０

　
　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス
松
原
指
定
管
理
料　

２
８
、７
２
８

　
　

老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料　
　
　
　

２
７
、３
４
１

　
　

介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
委
託
料　
　
　
　
　
　

４
、７
８
１

　
　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　
　
　
　
　

８
５
０
、９
６
８

　
　

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
繰
出
金　
　
　
　
　
　

３
７
、５
６
０

　
　

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　
　
　
　
　
　
　

５
４
０
、７
５
８

新　

後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付
費
負
担
金　
　
　

３
３
９
、８
６
１

新　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金　
　
　
　

１
０
５
、４
４
４

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
委
託
料　
　
　
　
　
　

６
、７
１
３

拡
◎
こ
ど
も
医
療
給
付
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
４
、４
６
５

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
費　
　
　
　
　
　
　

１
４
、１
０
０

　
　

児
童
手
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
７
、７
６
０

　
　

児
童
扶
養
手
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
４
、６
７
９

新　

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０

　
　

留
守
家
庭
児
童
保
育
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
、１
５
９

　
　

児
童
相
談
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、４
０
９

　
　

家
庭
保
育
室
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
、３
６
７

　
　

一
時
的
保
育
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
、４
３
５

拡
◎
延
長
保
育
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
、５
９
１

　
　

保
育
園
改
修
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
、１
１
０

　
　

生
活
保
護
自
立
支
援
相
談
員　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
、４
６
７

　
　

生
活
保
護
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
、７
０
５
、５
０
９

　
　

在
宅
当
番
医
制
運
営
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
、０
４
４

拡　

病
院
群
輪
番
制
病
院
運
営
費
負
担
金　
　
　
　
　

１
８
、３
９
７

　
　

休
日
・
平
日
夜
間
急
患
診
療
所
運
営
費
補
助
金　

１
８
、０
０
０

拡　

健
康
診
断
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
、１
８
１

拡　

結
核
健
診
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
７
、２
４
２

拡　

が
ん
検
診
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
、４
１
８

拡　

予
防
接
種
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
７
、９
１
２

拡　

歯
周
疾
患
検
診
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
、０
０
０

拡　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
、５
５
９

　
　

環
境
調
査
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、１
６
１

　
　

総
合
健
康
診
査
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
、６
０
０

　
　

自
立
支
援
給
付
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
、５
８
３

の
小
・
中
学
校
校
舎
の
耐
震
化
を

平
成　

年
度
ま
で
に
進
め
ま
す
。

２３

今
年
度
は
、
東
小
学
校
、
西
小
学

校
、
中
央
東
小
学
校
で
校
舎
耐
震

補
強
工
事
に
着
手
し
ま
す
。ま
た
、

　

年
度
工
事
予
定
の
南
小
学
校
と

２１塚
越
小
学
校
、
第
一
中
学
校
Ｂ
棟

は
耐
震
化
設
計
委
託
を
、　

年
度

２２

に
工
事
予
定
の
第
一
中
学
校
Ａ
棟

と
第
二
中
学
校
、
東
中
学
校
で
耐

震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
地
震
発
生
前
に
皆

さ
ん
が
適
切
な
対
応
が
取
れ
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

全
戸
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
新
耐

震
基
準
施
行
以
前
に
着
工
し
た
住

宅
を
耐
震
改
修
す
る
際
の
補
助
制

度（
上
限
あ
り
）、
木
造
住
宅
耐
震

改
修
補
助
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

更
に
、
市
内　

の
公
園
の
遊
具
に

５５

つ
い
て
、
専
門
業
者
に
よ
る
安
全

点
検
を
実
施
す
る
ほ
か
、
防
災
行

政
無
線
を
１
基
増
設
し
、
難
聴
地

域
の
解
消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

５
つ
目
は
合
流
地
域
（
国
道　
１７

号
線
か
ら
以
東
）
の
浸
水
対
策
の

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

６
つ
目
の
環
境
対
策
で
は
、
更

な
る
ご
み
減
量
に
向
け
、
事
業
系

ご
み
の
指
定
袋
の
導
入
や
、
レ
ジ

袋
削
減
・
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
を
進

め
て
い
る
事
業
者
を
「
環
境
に
や

さ
し
い
店
・
事
業
所
」と
し
て
認
定

す
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

重点施策
②

�
�
�
�
�
��
	
�
�
�

�

　

蕨
市
は
平
成　

年
の
合
計
特
殊

１８

出
生
率
が
１
・　

で
、こ
れ
は
全
国

０２

平
均
の
１
・　

、埼
玉
県
平
均
の
１
・

３２

　

を
大
き
く
下
回
り
、県
内　

市
の

２４

４０

中
で
は
下
か
ら
２
番
目
で
す
。
こ

の
よ
う
な
深
刻
な
少
子
化
の
現
状

を
解
決
し
て
い
こ
う
と
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
産
み
、
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
が

病
院
に
か
か
れ
る
よ
う
に
、
乳
幼

児
医
療
の
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ

た
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
制
度

を
更
に
拡
大
し
ま
し
た
。今
ま
で
、

通
院
、
入
院
と
も
に
小
学
校
就
学

前
ま
で
で
あ
っ
た
も
の
を
今
年
度

か
ら
、
通
院
は
小
学
校
３
学
年
修

了
前
ま
で
を
、
入
院
は
中
学
校
３

学
年
修
了
前
ま
で
無
料
と
な
り
ま

す
。
実
施
は
、　

月
診
療
分
か
ら

１０

の
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
元
気
な
子
ど

も
を
出
産
で
き
る
よ
う
に
、
妊
婦

健
康
診
査
を
拡
大
し
ま
し
た
。
無

料
で
受
け
ら
れ
る
診
査
回
数
を
１

人
２
回
か
ら
５
回
へ
増
や
す
と
と

も
に
、
従
来
の
妊
婦
一
般
健
康
診

査
と
妊
婦
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
の
ほ

か
、新
た
に
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検
査
や

子
宮
が
ん
検
査
な
ど
、
検
査
項
目

も
増
や
し
ま
し
た
。な
お
、出
産
予

定
日
に　

歳
以
上
に
な
る
人
は
、

３５

妊
婦
超
音
波
検
査
が
１
回
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化

通
院
入
院
と
も
に
拡
大

共
働
き
世
帯
応
援
す
る

延
長
保
育
3
園
に
増
加

　

家
庭
に
対
す
る
価
値
観
の
変
化

や
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
、
仕
事

�

市立病院での妊婦健市立病院での妊婦健診診

くるみ保育園で３園目の延長保くるみ保育園で３園目の延長保育育

耐震補強が始まる小学耐震補強が始まる小学校校
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７
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
家
庭
を
両
立
す
る
皆
さ
ん
を
応

援
す
る
た
め
、
さ
く
ら
保
育
園
と

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
に
続
き
、く
る
み

重点施策
③

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

保
育
園
も
平
日
の
保
育
時
間
を
午

後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。ま
た
、

す
べ
て
の
子
に
行
き
届
い
た
教
育

を
進
め
る
た
め
、
小
・
中
学
校
で

教
科
指
導
な
ど
を
行
う
ス
ク
ー
ル

支
援
員
に
加
え
、
新
た
に
学
校
生

活
上
の
介
助
や
学
習
を
補
助
す
る

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
小
学
校

を
中
心
に
計
７
人
配
置
し
ま
す
。

　

現
在
蕨
市
で
は
、「
健
康
密
度
も

日
本
一
へ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
の
下
、
元
気
に
明
る
い
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
皆
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。今
年
度
は
特
に
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な

ど
の
予
防
に
重
点
を
置
い
た
特
定

健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導
を
国

民
健
康
保
険
で
実
施
し
ま
す
。な
お
、

蕨
戸
田
市
内
の
希
望
す
る
医
療
機

関
で
健
康
診
断
が
受
け
ら
れ
る
個

別
健
診
と
し
て
行
い
ま
す
。ま
た
、

歯
の
健
康
づ
く
り
と
し
て
、
歯
周

病
予
防
の
た
め
の
歯
周
疾
患
検
診

を
、
こ
れ
ま
で
の　

・　

・　

歳
に

３０

４０

５０

加
え
て
、　

・　

歳
も
実
施
し
ま
す
。

６０
７０

　

こ
の
ほ
か
、蕨
市
立
病
院
で
は
、

昨
年　

月
か
ら
医
師
不
足
の
解
消

１０

に
努
め
、
小
児
科
や
産
婦
人
科
な

ど
午
後
の
外
来
診
療
を
充
実
さ
せ

る
ほ
か
、
２
月
に
設
置
し
た
市
立

病
院
経
営
改
革
プ
ラ
ン
懇
談
会
を

基
に
改
革
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
市

の
負
担
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
な

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る
人
や

車
い
す
が
必
要
な
人
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
日

常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
市
で
は

段
差
の
な
い
道
路
を
設
け
る
な
ど

ま
ち
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

て
い
ま
す
。
蕨
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
設
置
も
、
こ
れ
ま
で
何
度
と
な

く
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
を
重
ね
た

結
果
、
今
年
度
、
設
計
委
託
料
を

計
上
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

が
具
体
化
し
ま
し
た
。設
置
工
事

は
、
来
年
度
に
西
口
、　

年
度
に

２２

東
口
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、

改
札
内
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本

が
行
い
、
来
年
度
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
、　

年
度
に
下
り
の
エ
ス
カ
レ

２２

ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

重点施策
④

�
�
�
�
�
���
�
�
�
�
�
�

　

魅
力
あ
る
ま
ち
に
と
っ
て
元
気

な
商
店
街
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市

で
は
、
都
市
整
備
と
商
業
の
活
性

化
を
図
る
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
を
平
成　

年
に
策
定
し
、

12

商
工
会
議
所
と
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
、
事
業
者
、

市
民
・
消
費
者
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
元
気
な
商
店
街
づ
く
り
を

考
え
て
い
き
ま
す
。
市
民
を
含
め

　

人
か
ら
な
る
元
気
な
商
店
街
づ

２０く
り
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、

予
防
健
診
を
更
に
充
実

市
民
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

蕨
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

い
よ
い
よ
設
計
開
始
へ

動
き
出
す
検
討
委
員
会

新
た
な
商
店
街
活
性
化

か
、
市
民
生
活
に
は
影
響
し
な
い

よ
う
、国
保
税
は
据
え
置
き
ま
す
。

�

元気な商店街へ新たな対策を構築

エレベーター設置が始まる蕨駅

衛生費 　　　 労
働
費

商工費土　　木　　費消防費　　教 育 費   
　
　

相
談
支
援
事
業
負
担
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
、３
０
０

　
　

在
宅
重
度
障
害
者
手
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
、１
６
０

　
　

小
規
模
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費
等
補
助
金　

８
、１
３
０

　
　

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金　
　
　
　

６
７
２
、１
１
６

　
　

塵
芥
処
理
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
９
、５
２
６

　
　

市
立
病
院
事
業
会
計
負
担
金　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
、０
０
０

　
　

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
預
託
金　
　
　
　
　
　
　

９
０
、０
０
０

新
◎
蕨
市
元
気
な
商
店
街
づ
く
り
検
討
委
員
会　
　
　
　
　
　
６
３
１

　
　

小
規
模
企
業
指
導
相
談
事
業
補
助
金　
　
　
　
　
　

４
、０
０
０

拡　

商
店
街
街
路
灯
電
気
料
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　

３
、３
０
０

　
　

観
光
行
事
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
、３
０
０

新　

観
光
マ
ッ
プ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
１

　
　

中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資
預
託
金　
　
　

７
０
、０
０
０

　
　

小
口
事
業
資
金
融
資
預
託
金　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
、０
０
０

　
　

消
費
生
活
相
談
業
務　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
、１
１
５

新　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
０

　
　

上
戸
田
川
整
備
事
業
負
担
金　
　
　
　
　
　
　
　

９
７
、６
０
０

拡　

道
路
関
係
環
境
整
備
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
、０
０
０

　
　

舗
装
道
補
修
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
、９
９
０

◎　

蕨
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
設
計
委
託
料　
　

１
９
、１
９
０

　
　

歩
道
整
備
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
、３
０
０

新
◎
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
見
直
し
委
託
料　
　

８
、７
１
５

新
◎
蕨
駅
西
口
前
ま
ち
づ
く
り
市
民
検
討
委
員
会
謝
礼　
　
　
２
０
０

◎　

駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委
託
料　

３
、５
０
０

　
　

駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金　
　

１
９
０
、２
０
０

　
　

県
道
整
備
工
事
負
担
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
、７
７
０

　
　

錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金　

７
８
４
、９
９
０

　
　

中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金　

８
６
、８
９
９

◎　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金　
　
　
　

９
１
６
、１
９
３

拡　

公
園
等
維
持
管
理
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
、１
１
６

拡　

公
園
関
係
環
境
整
備
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
、０
０
０

　
　

公
園
等
整
備
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
、０
０
０

拡　

緑
化
推
進
関
係
環
境
整
備
委
託
料　
　
　
　
　
　
　

３
、０
７
５

新　

錦
町
２
丁
目
赤
田
住
宅
管
理
シ
ス
テ
ム
点
検
委
託
料　
　
４
１
０

　
　

市
営
住
宅
改
修
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、０
４
０

　
　

消
防
庁
舎
等
改
修
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
、８
８
０

　
　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
、０
１
４

　
　

災
害
対
策
用
備
蓄
品
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
、０
３
０

　
　

緊
急
防
災
情
報
放
送
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、９
６
１

新　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　

７
、４
４
５

　
　

防
災
施
設
整
備
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
、５
８
０

　
　

ス
ク
ー
ル
支
援
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
、４
７
４

新　

特
別
支
援
教
育
支
援
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
、７
７
７

　
　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
委
託
料　
　
　
　
　
　

３
、０
０
０

新　

南
部
地
区
中
学
校
長
会
学
力
検
査
助
成
金　
　
　
　
　
　
５
４
１

　
　

心
の
観
劇
事
業
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
、０
８
０

　
　

外
国
人
英
語
指
導
助
手
派
遣
委
託
料　
　
　
　
　

１
４
、５
２
４

　
　

さ
わ
や
か

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
、３
１
６
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活
性
化
の
方
向
性
や
商
工
業
の
振

興
、
地
域
貢
献
に
関
す
る
調
査
・

研
究
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
大
型

店
な
ど
の
地
域
貢
献
を
求
め
る
条

例
の
検
討
な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
商
店
街
街
路
灯
へ
の

電
気
料
補
助
を
こ
れ
ま
で
の
４
分

の
１
か
ら
、
３
分
の
１
に
拡
充
し

ま
し
た
。

重点施策
⑤

�
�
�
�
�
�
�
	


�

市民と市長
の 面 会 日
　毎月第１
木曜日、今
月は３日、
５月は１日
　午後１時
～５時　３
階、市長室、
気軽にお出
かけくださ
い。

　

去
る
３
月　

日
に
蕨
市
の
平
成　

年

２１

２０

度
予
算
が
成
立
し
、
そ
の
中
で
、
蕨
駅

の
東
西
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
た
め
の
設
計
委
託
料
を
予
算
化
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

蕨
駅
は
、
１
日
の
乗
降
客
が　

万
人

１０

を
超
え
、
利
用
者
の
数
で
は
県
内
で
も

有
数
の
駅
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
現

在
、
上
り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
し
か
な

い
た
め
、
下
り
の
階
段
が
大
変
だ
と
い

う
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
車
い
す
の
か
た
、

あ
る
い
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
利
用
し
て
い

る
子
育
て
中
の
か
た
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。先
日
は　

歳
の
か
た
か
ら
、

８８

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
求
め
る
お
手
紙

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
を

抱
え
た
ま
ま
、
あ
の
長
い
階
段
（
西
口

は　

段
、
東
口
は　

段
あ
り
ま
す
）
を

３９

４１

降
り
て
く
る
若
い
お
母
さ
ん
の
姿
を
何

度
も
見
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
車
い
す
を
使
っ
て
い
る
か
た
か
ら

も
、
現
在
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
も
使

用
可
能
で
あ
る
が
、
駅
員
さ
ん
に
連
絡

し
、
一
般
の
か
た
の
利
用
を
ス
ト
ッ
プ

し
た
上
で
な
け
れ
ば
利
用
で
き
な
い
た

め
、
使
い
づ
ら
い
、
心
理
的
負
担
が
大

き
い
、
と
の
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。
蕨

市
に
寄
せ
ら
れ
た
蕨
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
設
置
を
求
め
る
署
名
も
約
２
万
筆
近

く
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
か
た
、
子
育

て
中
の
か
た
が
た
に
優
し
い
ま
ち
は
、

み
ん
な
に
優
し
い
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
設
計
を
行
う
た
め
、

２０

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
そ
の
も
の
は
、

西
口
が　

年
度
、
東
口
が　

年
度
の
予

２１

２２

定
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、み
ん
な
に

優
し
い�
あ
っ
た
か
市
政
�目
指
し
、が
ん

ば
り
ま
す
。

蕨駅のエレベーター

����������

�

　

７
万
市
民
の
幸
せ
に
向
け
て
、

日
本
一
の
あ
っ
た
か
市
政
を
進
め

て
い
く
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

心
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
に
臨

む
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
そ
こ

で
今
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
で
あ
る
総
合
振
興
計
画
基
本
計

り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

直
接
お
聴
き
す
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
開
催
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
市
民
活

動
の
応
援
を
し
て
い
く
ほ
か
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

生
活
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
市
政

情
報
の
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
制
施
行　

周
年
記

５０

念
事
業
を
準
備
す
る
担
当
を
市
役

所
に
設
け
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
進
め
て
い

く
た
め
、
市
民
参
加
の
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　

蕨
の
よ
さ
を
再
確
認
し
、
市
民

が
心
を
１
つ
に
し
て
、
未
来
に
向

け
た
新
た
な
蕨
の
ま
ち
づ
く
り
の

ス
タ
ー
ト
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
民
と
行
政
が
一
体
で

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

市
制　

周
年
に
向
け
て

５０

記
念
事
業
準
備
開
始

　

来
年
は
、
市
制
を
施
行
し
て
か

ら　

周
年
に
当
た
る
年
で
す
。

５０

�

画
の
見
直
し
を

市
民
参
加
で
行

う
と
と
も
に
、

蕨
駅
西
口
駅
前

の
計
画
に
つ
い

て
も
市
民
検
討

委
員
会
で
蕨
の

ま
ち
に
ふ
さ
わ

し
い
整
備
の
在

市
民
検
討
委
員
会
で
見
直
す
蕨
駅
西
口
市
街
地
再
開
発

市民参画や協働を考える懇談市民参画や協働を考える懇談会会

　　　　　　　　教　　　　育　　　　費　　　　　　　　　　　　　諸
支
出
金

　
　

さ
わ
や
か
相
談
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
、３
１
６

　
　

幼
稚
園
就
園
奨
励
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
８
、５
２
９

　
　

幼
稚
園
児
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
、０
０
４

　
　

小
学
校
警
備
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
、６
４
７

　
　

小
学
校
管
理
業
務
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
、８
８
２

　
　

小
学
校
校
舎
等
改
修
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
、７
８
０

◎　

小
学
校
校
舎
耐
震
補
強　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
６
、２
１
７

　
　

中
学
校
校
舎
等
改
修
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
、７
０
０

◎　

中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
、２
１
３

拡　

文
化
系
大
会
等
派
遣
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
２
５

　
　

入
学
資
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
、４
０
０

　
　

奨
学
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
、８
４
０

拡　

小
・
中
学
校
自
動
車
借
上
料　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
３
０

　
　

小
・
中
学
校
修
繕
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
、９
０
６

拡　

児
童
・
生
徒
用
教
材
教
具
・
備
品　
　
　
　
　
　

２
２
、５
７
６

拡　

児
童
・
生
徒
用
図
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、６
６
３

　
　

生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、２
８
４

　
　

協
働
の
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
委
託
料　
　
　
　

４
、０
０
０

　
　

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

８
、７
７
１

新　

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
設
置（
信
濃
わ
ら
び
山
荘
）　
　
２
４
０

新　

生
涯
学
習
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
設
置　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
３
９

　
　

公
民
館
改
修
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
、５
５
０

新　

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
設
置（
図
書
館
）　
　
２
４
０

　
　

図
書
館
改
修
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
、６
３
０

拡　

特
別
展
等
ち
ら
し
作
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０

拡　

中
学
校
県
体
等
派
遣
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
５
０

　
　

市
民
体
育
館
指
定
管
理
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
３
、４
０
０

　
　

市
民
体
育
館
改
修
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、０
４
０

　
　

プ
ー
ル
指
定
管
理
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
、８
９
３

　
　

プ
ー
ル
改
修
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
、７
１
０

　
　

給
食
調
理
等
業
務
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
４
、７
９
８

新　

地
方
公
営
企
業
等
金
融
機
構
設
立
出
資
金　
　
　
　

３
、７
０
０
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掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘
書

広
報
課
（
緯　

・
７
７
０
３
）へ
。

４３３

〔
差
し
上
げ
ま
す
〕

▼
空
気
清
浄
機
２
台　
奥
行
き　

丶×  
１８

高
さ　

丶×  

幅　

丶　

平
成　

年
と

４４

４６

１１

　

年
に
購
入　
１
〜
２
年
使
用　
で
き

１２れ
ば
２
台
ま
と
め
て　
取
り
に
来
て
く

れ
る
人
僉
品
川
・
緯　

・
３
５
３
６
僊

４４１

〔
譲
り
ま
す
〕

▼
陶
芸
用
電
動
ろ
く
ろ
と
ワ
ン
タ
ッ

チ
芯
出
し
機　
３
セ
ッ
ト　
８
年
使
用

　

万
円
で
購
入
を
３
万
５
０
０
０
円

１８で　
取
り
に
来
て
く
れ
る
人
僉
黒
子
・

緯　

・
７
１
５
７
僊

４４４
〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
わ
ら
び
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

（
夜
間
ク
ラ
ス
）　

第
２
・
４
金
曜
日

午
後
７
時　

分　

加
藤
文
具
店
２
階

１５

（
中
央
東
小
学
校
隣
）　

月
２
０
０
０

円　

パ
ソ
コ
ン
の
レ
ン
タ
ル
応
相
談

僉
星
野
・
緯　

・
４
８
３
６
僊

４４４

▼
合
気
道
無
為
会　

月
・
木
曜
日　

午
後
７
時　

市
民
体
育
館　

中
学
生

以
上　

月
１
０
０
０
円
僉
森
下
・
緯

　

・
１
０
７
２
僊

４４１▼
塚
越
剣
友
会（
剣
道
）　

水
曜
日
＝

午
後
６
時　

分　

土
曜
日
＝
午
前
８

４５

時　

分　
東
小
学
校
体
育
館　
月
２
０

４５
０
０
円　
年
長
児
〜
中
学
生　
防
具
貸

与
あ
り
僉
町
田
・
緯　

・
０
５
６
９
僊

４４１

▼
竹
紫
館（
剣
道
）　

月
・
水
・
金
曜
日

午
後
６
時　

同
館（
中
央
２
丁
目
）　

年
長
児
〜
中
学
生　

月
２
０
０
０
円

随
時
見
学
可
僉
活
動
日
の
午
後
６
時

〜
７
時
に
同
館
・
緯　

・
４
８
９
５
僊

４３２

▼
女
声
合
唱
団
コ
ー
ロ
ダ
ー
マ　
水
曜

日　
午
前　

時　
中
央
公
民
館　
月
４
０

１０

０
０
円
僉
町
田
・
緯　

・
２
４
５
６
僊

４４１

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

括

救
急
救
命
の
知
識
や
技
術
を
覚
え

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

心
肺
機
能
停
止
状
態
は
、
緊
急

性
が
高
く
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
死
亡
率
も
高
く
な
り
、
仮
に
、

心
臓
が
停
止
し
、
な
ん
の
処
置
も

し
な
い
で
い
る
と
、
わ
ず
か
３
分

で　

％
に
ま
で
死
亡
率
は
上
が
っ

５０
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
一
刻
を
争
う
救
急

患
者
が
出
た
と
き
、
も
し
も
、
付

き
添
い
人
の
な
か
に
、
救
命
講
習

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
が
い
た

リポート　そこが知りたい

搭
乗
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

救
急
現
場
か
ら
医
療
機
関
ま
で
搬

送
を
す
る
際
、
例
え
ば
患
者
の
心

肺
機
能
が
停
止
し
て
い
れ
ば
、
こ

の
救
急
救
命
士
が
医
師
の
指
示
の

下
に
、
車
内
で
医
療
行
為
を
行
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
車
内
は
適
切
に
応

急
処
置
を
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
確

保
さ
れ
て
い
て
、
患
者
に
対
し
て

は
苦
痛
を
与
え
な
い
よ
う
、
振
動

が
伝
わ
ら
な
い
寝
台
を
装
備
し
て

い
る
な
ど
、
高
い
性
能
の
救
急
車

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
を
受
け
て
か
ら

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
、

お
よ
そ
５
、
６
分
か
か
り
ま
す
。

『
広
報
蕨
』
で
も
何
度
か
「
救
急

車
の
適
正
利
用
」
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
緊

急
性
の
低
い
救
急
出
動
が
増
え
て

い
く
と
、
１
分
１
秒
を
争
う
重
症

患
者
へ
の
対
応
が
遅
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

な
ら
、
こ
れ
ほ
ど
心
強
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

消
防
本
部
の
指
示
に
的
確
に
、

ま
た
、
指
示
が
な
く
て
も
迅
速
に

救
急
患
者
へ
の
対
応
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
、
救
命
に
関
す
る
知
識
や

技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

普
通
救
命
講
習
（
右
表
）
や
出
前

講
座
な
ど
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、市
役
所
や
公
民
館
、

学
校
な
ど
の
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
置
き
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
使
え
る
よ
う

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

設
置
場
所
に
は
講
習
を
受
け
た
職

員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ

り
多
く
の
人
が
使
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、安
心
も
更
に
広
が
り
ま
す
。

　

た
い
せ
つ
な
人
の
生
命
を
守
る

た
め
に
も
、
皆
さ
ん
、
救
命
講
習

を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

人
１０

以
上
の
団
体
か
、
個
人
で
も
申
込

者
が　

人
ほ
ど
集
ま
れ
ば
、随
時
、

１０

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
蕨
市
消
防
本
部
警

防
課
（
緯　

・
０
１
７
３
）

４４１

　

救
急
車
の
性
能
が
高
く
な
っ
た

と
は
い
え
、「
到
着
ま
で
に
命
を
落

と
す
か
も
し
れ
な
い
」。そ
ん
な
不

安
の
な
か
で
待
つ
時
間
は
、
き
っ

と
長
く
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

消
防
本
部
で
は
、
救
急
車
を
出

動
さ
せ
た
後
も
、
電
話
で
救
急
患

者
の
容
態
を
聞
き
な
が
ら
、
救
急

車
の
到
着
ま
で
、
付
き
添
っ
て
い

る
皆
さ
ん
に
で
き
る
処
置
な
ど
を

指
示
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

止
血
方
法
や
、や
け
ど
の
対
処
、

状
況
に
よ
っ
て
は
、
人
工
呼
吸
や

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
行
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
に

　

救
急
車
の
出
動
件
数
は
、
昨
年
１
年
間
で
３
４
９
２
件
、
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ
た
人
は
、
３
０
８
８

人
に
も
上
り
ま
す
。
家
族
の
だ
れ
か
が
急
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
か
に
で

き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
た
い
せ
つ
な
生
命
を
救
う
た
め
に
も
、
万
一
に
備
え
て
た
く
さ
ん
の
知
識
や

技
術
を
持
っ
て
い
た
い
も
の
で
す
。
今
月
は
、
知
っ
て
得
す
る
救
急
救
命
に
つ
い
て
の
リ
ポ
ー
ト
で
す
。

〈５４〉

救
急
時
へ
の
安
心
を
広
げ
る
た
め
に

高
規
格
救
急
車
３
台
に

尊い生命を守りたい
　

２
月
中
旬
、
蕨
で
３
台
目
の
高

規
格
救
急
車
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
救
急
車
に
は
、
心
臓
が
け

い
れ
ん
し
、
ポ
ン
プ
機
能
を
失
っ

た
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
正
常
な

リ
ズ
ム
に
戻
す
た
め
の
除
細
動
器

や
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
医
療
機

器
を
は
じ
め
、
医
療
機
関
と
の
連

絡
が
密
に
取
れ
る
よ
う
に
災
害
時

優
先
携
帯
電
話
な
ど
の
最
新
設
備

が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
動
の
際
に
は
救
急
救
命
士
が

到
着
ま
で
に
行
う
処
置

知
識
で
救
わ
れ
る
命
も

普通救命講習

観察要領・気道確
保要領・人工呼吸
法・心肺蘇生法・
ＡＥＤ使用法

講習の
内　容

３時間講習時間

蕨市在住もしくは
在勤の人（中学生
以上）

対象者

一定の技能を習得
した人修了証

３年有効期限

人形を使ったシミュレーション人形を使ったシミュレーションでで
心肺蘇生法などを学べる救命講心肺蘇生法などを学べる救命講習習
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カシェイバ　　　
　　マリーヤさん

■労働相談センターが県庁に開設／電話相談＝午前９時～午後５時　面接相談＝午前９時～午後４時　いずれも平日　県庁第二庁舎１階（浦→

　

３
月　

日
、
卒
園
を
間
近
に
し

１１

た
、
さ
く
ら
保
育
園
ら
い
お
ん
組

（
５
歳
児
ク
ラ
ス
）の　

人
が
、
ケ

２４

ー
キ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
今

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
た
ち

に
食
べ
て
も
ら
お
う
と
、
自
分
た

ち
で
生
ク
リ
ー
ム
や
果
物
を
飾
り

つ
け
て
出
来
上
が
り
。
そ
の
後
の

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
大
好
き
な

先
生
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

ありがとうのケーキ作り

利用者が館内飾りつけ

　

外
遊
び
を
考
え
る
会
「
ど
ろ
ん

こ
の
王
様
」
と
西
公
民
館
が
共
催

し
、
３
月　

日
、
子
ど
も
の
遊
び

１５

と
地
域
の
大
人
と
の
か
か
わ
り
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
「
子
ど
も

は
外
遊
び
で
育
つ
ん
だ
」
が
同
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
１
５
０
人
以

上
が
集
ま
り
、
講
師
の 
渡  
部  
達  
也 

わ
た 
な
べ 
た
つ 
や

さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た
ほ
か
、
昔

の
遊
び
を
発
表
し
合
う
な
ど
、
充

実
し
た
講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

地域で考える「外遊び」

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
３
月　

日
、

１５

「
あ
な
た
だ
け
の
江
戸
扇
子
作
り
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
市
内

在
住
の
扇
面
絵
師
、 常  
見  
花  
扇 
さ
ん

つ
ね 
み 

か 
せ
ん

で
す
。余
白
を
生
か
し
渋
く
さ
っ
ぱ

り
し
た
図
柄
が
特
徴
の
江
戸
扇
子
。

参
加
し
た　

人
は
好
み
の
図
柄
を

１５

選
ん
で
絵
付
け
を
し
ま
し
た
。
下

絵
は
後
日
、
扇
子
に
仕
立
て
ら
れ

ま
す
。な
お
、同
館
で
は　

日
ま
で

２７

江
戸
扇
子
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

世界に１つの江戸扇子

　

マ
リ
ー
ヤ
さ
ん
は
３
年
前
、
日

本
人
の
ご
主
人
と
結
婚
し
、先
月
、

蕨
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
出

身
は
１
９
９
１
年
に
旧
ソ
連
か
ら

独
立
し
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
の

首
都
ミ
ン
ス
ク
市
で
す
。
人
口
約

１
８
０
万
人
の
大
都
市
で
す
が
、

中
世
の
街
並
み
を
再
現
し
た
地
区

や
博
物
館
、
美
術
館
な
ど
が
点
在

し
、
ま
ち
の
随
所
に
歴
史
を
感
じ

この
まちに

暮らして
ま
・
ち
・
の
・
話
・
題　

酷

ベラルーシ共和国
中央７丁目・２９歳

る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
故
郷
で
、
旅
行
に
来
て
い
た

ご
主
人
と
出
会
い
、
日
本
の
文
化

に
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
マ
リ
ー

ヤ
さ
ん
。
お
寺
や
神
社
の
静
か
で

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
大
好
き
だ

そ
う
で
す
。「
蕨
は
歴
史
あ
る
ま
ち

だ
と
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
知
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
市

内
を
散
策
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

▼
琴
鈴
会（
大
正
琴
）　

月
曜
日　

午

後
１
時
半　

中
央
公
民
館　

月
２
５

０
０
円　

随
時
見
学
可
僉
高
原
・
緯

　

・
１
２
２
４
僊

４３２▼
ニ
イ
ハ
オ
会（
中
国
語
会
話
）　

火

曜
日　

初
級
＝
午
後
８
時　

中
級
＝

午
後
７
時　

東
公
民
館　

月
２
０
０

０
円
僉
壷
内
・
緯　

・
１
０
７
２
僊

４４１

▼
絵
手
紙
ク
ラ
ブ
悠
　々
第
２
・
４
土

曜
日　
午
前　

時　
北
町
公
民
館　
入
会

１０

金
１
０
０
０
円　
月
１
０
０
０
円　
随

時
見
学
可
僉

平
田
・
緯　

・
２
３
４
６
僊

４４２

▼
着
物
き
つ
け
趣
味
の
会　
第
１
・
３

金
曜
日　
午
後
７
時　
北
町
５
丁
目
会

館　
月
５
０
０
円　
帯
は
手
結
び　
随
時

見
学
可
僉
尾
上
・
緯　

・
８
０
１
９
僊

４４３

▼
実
用
書
道
ク
ラ
ブ　

第
１
・
３
火

曜
日　

午
後
１
時
半　

下
蕨
公
民
館

月
２
０
０
０
円
（
教
材
費
別
）
僉
安

間
・
緯　

・
８
３
６
５
僊

４４１

▼
ダ
ッ
ク
ス
友
の
会（
社
交
ダ
ン
ス
）

水
曜
日　
午
後
７
時　
東
公
民
館　

月

２
０
０
０
円　

初
心
者
歓
迎　

無
料

体
験
可
僉
清
水
・
緯　

・
６
６
３
３
僊

４４１

▼
Ｓ
Ｋ
Ｋ
Ｄ
研
究
会（
社
交
ダ
ン
ス
）

月
曜
日　

午
後
１
時
半　

南
公
民
館

月
２
０
０
０
円　

１
か
月
無
料
講
習

あ
り
僉
平
井
・
緯　

・
４
６
５
５
僊

４４４

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ー
ガ
体
験

講
座　

８
日　

午
後
７
時　

東
公
民

館　

３
０
０
円　

基
本
ポ
ー
ズ
・
呼
吸

法
な
ど
僉
佐
藤
・
緯　

・
５
４
７
３
僊

４４４

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
自
助
活
動

月
曜
日　

午
後
７
時　

中
央
公
民
館

お
酒
を
や
め
た
い
人
僉
Ａ
Ａ
浦
和
・

緯　

・
３
５
９
０
・
５
３
７
７
僊

０３
▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

９
日
＝

南
公
民
館　
　

日
＝
旭
町
公
民
館　

１７

５
月
６
日
＝
中
央
公
民
館　

午
後
６

時
半
僉
岡
田
・
緯　

・
３
１
７
２
僊

４４１

括

市民音楽家たちが競演
　
　

回
目
を
迎
え
、
恒
例
と
な
っ

２２
た「
わ
ら
び
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」が

３
月　

日
、
市
民
会
館
で
開
か
れ

２３

ま
し
た
。
市
内
で
活
動
す
る
音
楽

団
体
が
一
堂
に
会
す
る
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
今
年
は　

組
が
参
加
。

１２

合
唱
や
フ
ル
ー
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ベ
ル
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
で

磨
い
た
腕
前
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ

た
５
０
０
人
は
、
ホ
ー
ル
を
包
む

美
し
い
調
べ
に
聞
き
ほ
れ
ま
し
た
。

　

年
度
が
替
わ
っ
て
４
月
か
ら
来

館
す
る
新
し
い
仲
間
た
ち
の
た
め

に
、
錦
町
児
童
館
の
お
部
屋
を
明

る
く
楽
し
い
も
の
に
し
よ
う
と
、

利
用
者
の
小
学
生
や
親
た
ち
が
３

月　

日
に
集
ま
り
、
四
季
を
テ
ー

２２
マ
に
し
た
飾
り
つ
け
を
し
ま
し
た
。

色
紙
で
作
っ
た
か
わ
い
い
桜
の
花

や
ク
ワ
ガ
タ
、
雪
だ
る
ま
な
ど
の

ほ
か
、
参
加
し
た
み
ん
な
の
似
顔

絵
も
ボ
ー
ド
に
は
っ
て
完
成
で
す
。

この数な～に

1　センチ
　もの忘れなどにより自立した生活が

できなくなる認知症。だれにでも患う可

能性がある病気です。認知症になっても

安心して暮らせるまちづくりを目指し、

認知症の人や家族を応援する「認知症サ

ポーター」を全国で１００万人養成する事

業が各地で行われています。サポーター

のあかしはオレンジ色をした幅１㌢の

腕輪。市で行っている養成講座を受講す

るともらえます。昨年度は２回講座を開

き、７５人がサポーターに。今年度も６月と

来年２月に開催の予定です。認知症を

理解し、できることから始めませんか｡
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い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ

　

背
丈
よ
り
も
長
い
弓
を
引

き
、　

丿
先
の
的
に
目
が
け

２８

て
矢
を
放
つ
。
廣
瀬
武
俊
さ

ん
（
錦
町
３
丁
目
在
住
・　
７５

歳
）
の
華
麗
か
つ
堂
々
と
し

た
「
射
法
」
か
ら
、
矢
は
吸

い
込
ま
れ
る
よ
う
に
的
へ
と

飛
ん
で
い
き
ま
す
。

　

弓
の
持
ち
方
や
歩
き
方
、

茶
道
に
も
通
ず
る
小
笠
原
流

の
立
ち
振
る
舞
い
の
美
し
さ
、

奥
の
深
さ
に
魅
了
さ
れ
、
廣

瀬
さ
ん
が
生
涯
か
け
て
弓
道

の
修
練
に
励
も
う
と
思
っ
た

の
は
、　

歳
を
過
ぎ
て
か
ら

６５

弓道への情熱

矢のように一直線
　技を磨き礼を重んじる弓道に魅了
され、日々、修練に励む蕨市弓道連
盟の 廣  瀬  武  俊 さんをご紹介します。

ひろ せ たけ とし

の
こ
と
で
す
。

　

娯
楽
の
少
な
か
っ
た
大
学

生
時
代
、
下
宿
先
に
あ
っ
た

弓
道
場
で
時
間
さ
え
あ
れ
ば

弓
を
引
い
て
い
た
廣
瀬
さ
ん
。

当
時
、
２
段
ま
で
修
得
し
ま

し
た
が
、
就
職
と
同
時
に
忙

し
く
な
り
、
次
第
に
「
弓
」

の
文
字
が
頭
か
ら
消
え
て
い

っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

平
成　

年
の
と
き
、
弓
道

１０

教
室
の
募
集
案
内
が
目
に
飛

び
込
ん
で
き
た
廣
瀬
さ
ん
は
、

「
ま
る
で
生
け
す
の
魚
が
、川

に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
」、

わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
に
な

っ
た
と
、
た
と
え
ま
す
。

　

弓
か
ら
離
れ
て
い
た

空
白
の
期
間
は　

年
。

４０

弓
道
教
室
で
は
初
心
に

帰
り
、
基
本
か
ら
学
ぼ

う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
弓
道
は
、
弓

を
引
く
一
連
の
動
作
、

「
射
法
」に
加
え
、「
礼
に

始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」

礼
節
を
重
ん
じ
て
い
る

な
ど
、
学
生
時
分
に
習

っ
た
と
き
と
は
違
っ
て

目
新
し
い
こ
と
ば
か
り
。

　

立
つ
姿
勢
や
座
る
姿

勢
な
ど
、
す
べ
て
礼
に

即
し
て
い
る

「
体
配
」を
し
っ

か
り
と
学
ば
な

け
れ
ば
、
い
く

ら「
射
法
」の
技

術
が
高
く
て
も

意
味
が
な
い
の

で
す
。「
こ
れ
は

や
り
が
い
が
あ

る
」
と
、
教
室

終
了
後
、
す
ぐ

に
蕨
市
弓
道
連

盟
に
加
入
し
、

週
に
３
、
４
回

は
弓
道
場
へ
足

を
運
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

親
切
で
丁
寧
な
連
盟
の
皆

さ
ん
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な

が
ら
、
わ
ず
か
３
か
月
で
３

段
を
修
得
す
る
に
至
っ
た
廣

瀬
さ
ん
。「
こ
の
年
で
、こ
れ

ほ
ど
の
感
激
を
味
わ
え
る
と

は
、
想
像
も
し
て
い
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

再
び
弓
道
の
道
を
歩
み
は

じ
め
て
か
ら　

年
の
歳
月
が

１０

た
ち
、
廣
瀬
さ
ん
は
、
現
在

５
段
の
修
得
者
。
か
つ
て
参

加
し
た
弓
道
教
室
や
道
場
の

忘
れ
か
け
て
い
た
弓
道

静
か
な
心
で
的
を
見
つ
め
る
廣
瀬
さ
ん

仲
間
た
ち
に
教
え
る
こ
と
も

多
く
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
層
、
そ

し
て
大
会
や
研
修
会
な
ど
を

通
じ
、
弓
道
に
励
む
多
く
の

人
と
の
交
流
も
生
ま
れ
て
楽

し
さ
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
目
標
は「
錬
士
５
段
」。

段
位
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ

ど
求
め
ら
れ
る
正
し
い
「
射

法
」
や
「
礼
法
」、
そ
し
て

「
心
」。
こ
の
３
つ
を
高
め
な

が
ら
、
終
わ
り
の
な
い
弓
道

の
道
を
１
歩
１
歩
登
り
詰
め

て
い
く
廣
瀬
さ
ん
で
す
。

－　288　－

１
つ
１
つ
の
動
作
が
た
い
せ
つ
な
「
射
法
」

括

弓
の
道
に
終
わ
り
な
し

語　る　人

 菅  野  安  正 さん
かん の やす まさ

中央７丁目

　

丁
張
稲
荷
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重
点
を
置
い
た
新
し
い
医
療
制
度

へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
は
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
重
視
し
て
市
が

実
施
し
て
い
た「
基
本
健
康
診
査
」

が
廃
止
さ
れ
、
医
療
保
険
者
が
実

施
主
体
と
な
り
生
活
習
慣
病
予
防

を
重
視
し
た
「
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
」が
始
ま
り
ま
す
。

診
か
ら
保
健
指
導
を
受
け

る
ま
で
の
流
れ
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

①
対
象
者
に
受
診
券
が
届
き
ま
す

　
　

〜　

歳
（
昭
和
９
年
４
月
１

４０

７４

日
〜　

年
３
月　

日
生
ま
れ
）
の

４４

３１

蕨
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」と
受
診

案
内
を
お
届
け
し
ま
す
（
時
期
は

６
月
〜
７
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い

ま
す
）。蕨
市
国
民
健
康
保
険
以
外

の
人
は
、
ご
加
入
の
健
康
保
険
組

満
症
、
高
血
圧
症
、
高
脂

血
症
な
ど
は
「
生
活
習
慣

病
」
と
呼
ば
れ
、
近
年
の
食
生
活

や
運
動
不
足
な
ど
、
生
活
習
慣
の

多
様
化
を
背
景
に
、
そ
の
患
者
は

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣

病
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
、
い
わ

ゆ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム（
内
臓
肥
満
型
症
候
群
）と
深
く

か
か
わ
っ
て
い
て
、
合
併
症
を
引

き
起
こ
す
と
寝
た
き
り
や
体
の
障

害
な
ど
、
生
活
に
不
自
由
を
も
た

ら
せ
た
り
、
死
亡
の
原
因
に
つ
な

が
っ
た
り
す
る
怖
い
病
気
で
す
。

し
か
し
、
食
生
活
や
運
動
習
慣
の

改
善
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
病
気

を
予
防
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
今
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
医

療
制
度
改
正
で
は
、
治
療
重
視
の

医
療
か
ら
、
生
活
習
慣
病
予
防
に

合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
す

　

受
診
券
・
受
診
案
内
が
届
い
た

ら
、　

月　

日
ま
で
に
指
定
の
医

１０

３１

療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

負
担
費
用
は
、
８
０
０
円
（
住
民

税
非
課
税
世
帯
は
無
料
）
で
す
。

③
健
診
結
果
・
保
健
指
導
の
案
内

を
受
け
取
り
ま
す

　

健
診
の
結
果
は
受
診
し
た
医
療

機
関
で
受
け
取
り
ま
す
。結
果
は
、

生
活
習
慣
病
に
な
る
危
険
度
に
よ

り
「
情
報
提
供
」、「
動
機
付
け
支

援
」、「
積
極
的
支
援
」
の
３
段
階

に
分
け
ら
れ（
左
上
表
参
照
）、
皆

さ
ん
の
必
要
に
応
じ
て
「
特
定
保

健
指
導
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
保
健

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
１
人
１

人
に
合
っ
た
き
め
細
や
か
な
情
報

提
供
や
食
生
活
改
善
、
運
動
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

で
は
、
こ
う
し
た
健
康
診

査
の
ほ
か
に
も
、
各
種
が

ん
検
診
や
、
健
康
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
事
業
を
積

極
的
に
進
め
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
不

明
な
点
は
保
険
年
金
課
（
緯　

・
４３３

７
７
３
６
）
へ
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

畜
犬
登
録
と　
　
　

　

狂
犬
病
予
防
注
射

健
診
と
保
健
指
導
で
生
活
習
慣
病
の
予
防
を　

家
族
で
話
し
合
い
、
犬
を

飼
う
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。

犬
を
飼
う
に
当
た
っ
て
、
必
要
な

手
続
き
は
あ
る
の
で
す
か
？

は
い
、
あ
り
ま
す
。
生
後

　

日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
、

９１

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
生
涯
１
回

の
登
録
と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
左
上
表
の
日
程
で

畜
犬
登
録
と
集
合
注
射
を
行
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
も
し
、

畜
犬
登
録
を
し
て
い
な
い
犬
を
飼

う
の
で
し
た
ら
、
そ
の
場
合
、
費

用
は
６
３
０
０
円
（
登
録
料
３
０

０
０
円
と
予
防
注
射
料
３
３
０
０

円
の
合
計
）
で
、
鑑
札
と
注
射
済

票
、
愛
犬
手
帳
が
も
ら
え
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
畜
犬
登
録
を
済
ま

せ
て
い
る
犬
の
飼
い
主
に
は
集
合

注
射
の
案
内
は
が
き
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
の
で
、
愛
犬
手
帳
と
案

内
は
が
き
を
お
持
ち
の
上
、
最
寄

り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

費
用
は
３
３
０
０
円
で
す
。

上
記
の
日
程
で
接
種
で
き

な
い
と
き
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で
す
か
？

は
い
、
そ
の
場
合
は
最
寄

り
の
動
物
病
院
な
ど
で
注

射
を
し
、注
射
済
証
と
愛
犬
手
帳
、

集
合
注
射
の
案
内
は
が
き
（
登
録

済
み
の
人
の
み
）を
お
持
ち
の
上
、

必
ず
安
全
安
心
推
進
課
生
活
環
境

係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
後　

日
未
満
の
犬
を

９１

飼
っ
て
い
る
場
合
は
、
生
後　

日
９１

を
過
ぎ
た
ら
速
や
か
に
、
最
寄
り

の
動
物
病
院
な
ど
で
接
種
し
同
様

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
は
同
係
（
北
町
５
―

　

―　
　

緯　

・
３
７
０
６
）へ
気

１３

２３

４４３

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＱＡ 市民サービス　

Ｑ
Ａ
＆

括

肥

いま むかし

ＱＡ

時　間ところと　き

午前１０時～正午
と

午後１時～２時３０分

市役所車庫７日（月）

東 公 民 館８日（火）

中央プール９日（水）

南 公 民 館１０日（木）

西 公 民 館１１日（金）

費用／畜犬登録・予防注射＝６，３００円　予防注射
のみ（登録済みの犬）＝３，３００円　当日ご持参く
ださい。おつりのないようにお願いします。

受

市

該当する項目にチェック

□
空腹時血糖１００mg／dl
以上またはヘモグロビ
ンA１c５．２％以上

血　糖①

□
中性脂肪１５０mg／dl以
上またはHDLコレステ
ロール４０mg／dl未満

脂　質②

□
収縮期血圧１３０mmHg
以上または拡張期血圧
８５mmHg以上

血　圧③

□
上記①～③に１つでも
該当する場合で、喫煙
歴がある

喫煙歴④

特定健康診査で危険性をチェック１

危険度に合わせた特定保健指導の段階２

革

チェックの数
３個
以上２個１個０個

積極的
支援

動機付
け支援

情報
提供

腹囲が男性
８５㌢、女性
９０㌢以上の
人

Ａ

積極的
支援

動機付け
支　　援

情報
提供

Ａに該当し
ないがＢＭ
Ｉが２５以上
の人

Ｂ

情報提供Ａ・Ｂに該
当しない人Ｃ

健
康
わ
ら
び　

計
画　
健
康
密
度
も
日
本
一
の
蕨
へ

２１
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■労働保険の年度更新と一般拠出金の申告／事業主は５月２０日までに書類を作成し金融機関で手続きを　詳細＝埼玉労働局（緯０４８・６００・６２０３）

ワ
ラ
ビ　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
？

お
母
さ
ん　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
お
仕
事
に
出
か
け
た
わ
よ
。

た
し
か
、
ふ
す
ま
の
張
り
替
え
を

す
る
っ
て
言
っ
て
た
か
し
ら
。

ワ
ラ
ビ　

こ
の
前
は
公
園
の
お
掃

除
だ
っ
た
し
、い
ろ
い
ろ
あ
る
ね
。

お
母
さ
ん　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
話

だ
と
、
施
設
や
駐
輪
場
の
管
理
と

か
、
植
木
の
お
手
入
れ
、
縫
い
物
、

病
院
の
シ
ー
ツ
洗
い
な
ど
、　

種
４０

類
く
ら
い
あ
る
ら
し
い
わ
よ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
ん
な
に
あ
る
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

そ
う
よ
。
市
役
所
や

地
域
の
人
た
ち
か
ら
、
い
ろ
ん
な

お
仕
事
を
頼
ま
れ
る
そ
う
な
の
。

ワ
ラ
ビ　

へ
〜
。

お
母
さ
ん　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ら
、

家
の
こ
と
は
あ
ま
り
し
な
い
け
ど
、

セ
ン
タ
ー
の
お
仕
事
だ
と
張
り
切

っ
て
出
か
け
る
の
よ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

お
金
も
ら
え
る
か
ら
？

お
母
さ
ん　

そ
れ
も
あ
る
で
し
ょ

う
け
ど
、
い
ち
ば
ん
の
魅
力
は
自

分
の
や
る
気
や
経
験
が
生
か
せ
る

っ
て
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
？

ワ
ラ
ビ　

ふ
〜
ん
。

お
母
さ
ん　

皆
さ
ん
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
依
頼
を
受
け
て
お
仕
事
を
し

て
い
る
わ
け
だ
け
ど
、
だ
い
た
い

が
、
臨
時
的
な
も
の
や
短
期
間
で

済
む
内
容
の
お
仕
事
な
の
。
そ
の

な
か
で
、
皆
さ
ん
の
得
意
分
野
が

生
か
せ
る
内
容
だ
っ
た
り
、
自
分

に
合
っ
た
お
仕
事
だ
っ
た
り
す
る

も
の
を
引
き
受
け
て
い
る
の
よ
。

やる気と元気で　
活躍の場広がる　

シルバー人材センター　

　蕨市シルバー人材センターでは、

おおむね６０歳以上の皆さんが会員と

なっています。社会の第一線で活躍し

てきた経験と、豊かな知識を生かし、

地域のなかで働きながら、健康づく

りや生きがいづくりに励んでいます。

親と子の
ニュースの
小窓

皆
さ
ん
の
経
験
や
得
意
分
野
が
地
域
の
力
に

お
母
さ
ん　

防
犯
に
も
一
役
買
っ

て
い
る
わ
け
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

そ
う
。
セ
ン
タ
ー

の
活
動
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
ね
。

例
え
ば
地
域
の
防
災
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
市
内
の
全　

町
会

３７

に
は
、
手
作
り
の
拍
子
木
を
寄
付

し
て
い
る
ん
だ
よ
。

お
母
さ
ん　

知
ら
な
か
っ
た
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

協
力
で
き
る
会
員

が
も
っ
と
増
え
れ
ば
、
活
動
も
更

に
広
が
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
ね
。

お
母
さ
ん　

こ
れ
か
ら
団
塊
世
代

の
人
た
ち
が
地
域
に
戻
っ
て
く
る

　

日
の
「
苗
木
市
」
に
出
品
す
る
木
工
製
品
作
り
に
精
を
出
す
皆
さ
ん

２９

ワ
ラ
ビ　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
セ
ン

タ
ー
の
会
員
さ
ん
て
多
い
の
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

約
４
０
０
人
っ
て

話
だ
よ
。
じ
い
ち
ゃ
ん
み
た
い
に

会
員
は
み
ん
な　

歳
以
上
だ
か
ら

６０

友
達
も
す
っ
か
り
増
え
た
。

ワ
ラ
ビ　

よ
か
っ
た
ね
ぇ
。
そ
う

い
え
ば
、
昨
日
、
セ
ン
タ
ー
の
人

た
ち
が
学
校
に
お
花
を
持
っ
て
来

た
よ
。
売
り
に
来
た
の
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

違
う
よ
。
そ
れ
は

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
る
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」な
ん
だ
。季
節
の
花
々

を
入
学
式
の
あ
る
４
月
と
、
行
事

が
多
い　

月
の
年
２
回
、
全
小
学

１１

校
に
差
し
上
げ
て
い
る
ん
だ
よ
。

お
母
さ
ん　

あ
ら
、
す
て
き
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

う
ん
。
水
や
り
に

行
く
会
員
は
児
童
と
触
れ
合
い
、

世
代
間
交
流
が
で
き
て
楽
し
い
し
、

校
内
で
遊
ぶ
児
童
の
見
守
り
活
動

に
も
な
る
っ
て
喜
ば
れ
て
い
る
よ
。

会
員
増
や
し
地
域
に
喜
ば
れ
る
活
動
を
拡
大

か
ら
、会
員
募
集
の
チ
ャ
ン
ス
よ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

そ
う
だ
ね
。
今
月

　

日
の
「
苗
木
市
」
で
も
チ
ラ
シ

２９を
配
っ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
ん
だ
よ
。

お
母
さ
ん　

お
祭
り
と
い
え
ば
、

今
回
も
手
作
り
の
木
工
製
品
や
手

工
芸
品
を
販
売
す
る
の
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

も
ち
ろ
ん
。
今
回

は
、
裁
縫
の
得
意
な
人
が
作
っ
た

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
が
新
登
場
だ
。

ワ
ラ
ビ　

お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い

来
て
、会
員
も
増
え
る
と
い
い
ね
。

問
い
合
わ
せ
＝
蕨
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
緯　

・
０
９
６
２
）

４３３
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ののかちゃん
（４歳４か月）

 菅  原 　　 芳  之 さん　
すが わら よし ゆき

 未  佳  子 さん　
み か こ

の長女　　

　　北町４丁目

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－４３４－

子

■県立越谷養護学校月例公開／毎月１１日　午前１０時～正午　授業参観・施設見学・説明会　申し込み＝実施日前日までに同校（緯０４８・９７５・２１１１）

除
籍
本
交
換
会
で
リ
サ
イ
ク
ル

　

毎
年
１
０
０
０
人
以
上
の
人
が

訪
れ
る
「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
交
換

会
」
が
、
今
月　

日
に
市
立
図
書

１２

館
で
開
か
れ
ま
す
（
詳
細
は
お
知

ら
せ
版
６
亶
）。「
交
換
会
」
と
い

っ
て
も
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
本

と
図
書
館
の
本
と
を
交
換
す
る
の

で
は
な
く
、
除
籍
と
な
っ
た
本
を

読
書
の
好
き
な
人
た
ち
に
差
し
上

げ
て
い
る
の
が
、
こ
の
会
で
す
。

人
気
の
あ
る
子
ど
も
向
け
の
絵
本

や
雑
誌
類
の
ほ
か
、
文
庫
な
ど
約

６
０
０
０
冊
が
並
び
、
皆
さ
ん
は

何
冊
で
も
自
由
に
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
新
版
が
出
た
り
、

内
容
が
古
か
っ
た
り
し
て
除
籍
と

な
る供
本
た
ち
僑で
す
が
、
ご
み
と

し
て
処
分
す
る
こ
と
な
く
、
毎
年

多
く
の
人
に
喜
ば
れ
、
も
ら
わ
れ

て
い
く
こ
と
に
職
員
も
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、こ
の「
交

換
会
」
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
懐
か
し
い
本
や
珍
し
い

本
と
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

北
小
学
校
（ 
志  
摩  
範  
夫 
校
長
）
の
児
童
た
ち

し 

ま 
の
り 
お

の
間
で
、
今
、
縄
跳
び
が
人
気
で
す
。
そ
の
理

由
は
、
昨
年
４
月
、
同
校
の
先
生
が
た
が
手
作

り
し
た
縄
跳
び
の
練
習
板
「
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ボ

ー
ド
（
縦
２
丿×  

横
１
丿×  

高
さ　

丶
）」
が

１０

あ
る
か
ら
で
す
。
中
庭
に
設
置
さ
れ
た
６
台
の

板
の
上
で
、
大
き
く
跳
ね
た
り
、
難
し
い
跳
び

方
に
挑
戦
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
縄
跳
び
が
で

き
る
と
児
童
た
ち
に
好
評
で
す
。
技
と
回
数
を

達
成
す
る
と
印
が
も
ら
え
る
カ
ー
ド
を
手
に
、

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
た
ち
は
、
休

み
時
間
、
そ
れ
ぞ
れ
に
回
数
や
時
間
、
技
の
目

標
を
立
て
て
熱
心
に
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
縄

跳
び
を
通
し
て
、
目
標
達
成
に
向
け
て
が
ん
ば

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
学
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

優しさの「環境行動」

　
「
幼
稚
園
の
年
長
組
の
智
哉
と

年
少
組
の
知
里
は
、
帰
宅
す
る
と

い
っ
し
ょ
に
絵
本
を
読
ん
だ
り
、

家
じ
ゅ
う
で
追
い
か
け
っ
こ
を
し

た
り
し
て
、
何
時
間
も
２
人
で
遊

ん
で
い
ま
す
。
で
も
、
遊
び
に
夢

中
な
と
き
に
、知
里
が『
の
ど
が
渇

い
た
』と
言
う
と
智
哉
は
、冷
蔵
庫

が
高
く
て
手
が
届
か
な
い
知
里
の

た
め
に『
は
い
、
ジ
ュ
ー
ス
』と
、

必
ず
取
り
出
し
て
あ
げ
る
ん
で
す
。

す
る
と
、
知
里
も
自
分
の
お
菓
子

を
智
哉
に
分
け
て
『
と
も
、
あ
り

が
と
う
』
と
に
っ
こ
り
。
け
ん
か

も
よ
く
し
ま
す
が
、
こ
う
し
て
お

互
い
を
思
い
や
る
姿
を
見
る
と
、

温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
」と
、

笑
顔
で
話
す
母
親
の
陽
子
さ
ん
。

練習板で楽しく縄跳び

どもクラブ

赤ちゃん

メモ
（問）保健センター
　　　（緯４３１・５５９０）

 

新
生
児
・
産
婦
訪
問
指
導

　

対
象
＝
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
て
か
ら

４
か
月
児
健
診
の
前
月
ま
で
受
け
ら
れ

ま
す（
第
２
子
以
降
の
お
子
さ
ん
も
可
）。

※
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
た
ら
出
生
連
絡

票
（
母
子
健
康
手
帳
の
最
後
の
ペ
ー
ジ

に
付
い
て
い
る
は
が
き
）
を
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

 

離
乳
食
講
習
会

　

持
ち
物
＝
母
子
手
帳
、
問
診
票

※
対
象
月
に
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
翌

月
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
４
月
の
対
象
児
＝
平
成　

年　

月
生

１９

１２

ま
れ
（
日
程
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
）

※
都
合
の
よ
い
１
日
を
選
ん
で
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

プ
レ
マ
マ
講
座
〜
妊
娠
中
の
マ
マ

た
ち
へ
／
と
き
＝　

日（
木
）　

午
後

１７

１
時
半
〜
４
時　

産
婦
人
科
医
師
に
よ

る
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
の
お
話
、
先

輩
マ
マ
と
の
交
流
会　

申
し
込
み
＝
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

 

両
親
学
級

　

３
回
目
は
土
曜
日
で
す
。
ぜ
ひ
お
父

さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
持
ち
物
＝

テ
キ
ス
ト
代　

円
、
母
子
健
康
手
帳
、

４００

筆
記
用
具

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

 

乳
幼
児
健
康
診
査
・
相
談

　

４
月
実
施
の
対
象
の
お
子
さ
ん
に
は

個
人
通
知
し
て
い
ま
す
。
持
ち
物
＝
母

子
健
康
手
帳
、
問
診
票　

※
対
象
月
に

受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
翌
月
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

受付時間・ところ対象児と　き

午後１時～１時４５分
保健センター

平成１９年１１月生まれ４月９日（水）・１０日（木）４ か 月 児
健 診 平成１９年１２月生まれ５月７日（水）・８日（木）

平成１８年９月生まれ４月２２日（火）・２３日（水）１歳６か月児
健 診 平成１８年１０月生まれ５月２７日（火）・２８日（水）

平成１７年３月生まれ４月１１日（金）・１８日（金）３ 歳 児
健 診 平成１７年４月生まれ５月９日（金）・２３日（金）

午後１時１５分～２時
保健センター

平成１５年９月生まれ４月２４日（木）　　　　　４歳６か月児
健 診 平成１５年１０月生まれ５月２２日（木）　　　　　

午前１０時～１０時半
保健センター

平成１９年３月生まれ４月９日（水）・１０日（木）１ 歳 児
相 談 平成１９年４月生まれ５月７日（水）・８日（木）

内　容

保
健
師
、
助
産
師
に
よ
る

・
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
計
測

・
発
育
や
育
児
に
つ
い
て
の
相
談

・
お
母
さ
ん
の
産
後
の
相
談

内　容
とき

回
６月５月

妊婦歯科健
診・保健

２日
（月）

１２日
（月）

１

食生活・赤ち
ゃんの育て方

９日
（月）

１９日
（月）

２

お産の経過・
沐浴実習

１４日
（土）

２４日
（土）

３

時間はいずれも
午後１時半～４時

内　容対　象と　き

離乳食
の上手
な進め
方と作
り方　
試食

平成２０年１月
生まれの第１
子の保護者

５月
２３日（金）
２９日（木）

平成２０年２月
生まれの第１
子の保護者

６月
１１日（水）
２５日（水）

時間＝午前９時４５分～１１時４５分　ところ
＝保健センター　託児は先着10人です。
第２子以降のかたはご相談ください。持
ち物＝母子健康手帳、筆記用具、赤ちゃ
んを連れて来る人はバスタオル、ビニー
ル袋（おむつ持ち帰り用）ほか必要な物

外遊びを考える会
「どろんこの王様」

北小学校

 智 　 哉 ちゃん
とも や

（６歳６か月）

 知 　
ち

 里 ちゃん
さと

（４歳９か月）

 吉  川 　 達  哉 さん　　
よし かわ たつ や

 陽  子 さんの　
よう こ

長男・長女　　

　　　　南町４丁目　　　　
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市
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
一

堂
に
会
し
て
行
わ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
が
先
月
９
日
、
市

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
人
た
ち

に
贈
ら
れ
る
体
育
賞
の
授
与
が
あ

り
ま
し
た
。今
月
は
、昨
年　

月
の

１１

全
日
本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
権
で
第
５
位
に
輝
き
、

同
フ
ェ
ア
で
特
別
優
秀
選
手
賞
を

受
賞
し
た
石
川
憂
佳
さ
ん
（
中
央

１
丁
目
・　

歳
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１７

　

華
や
か
な
衣
装
に
す
ら
り
と
伸

び
た
手
足
。
１
６
４
㌢
と
い
う
恵

ま
れ
た
ス
タ
イ
ル
を
生
か
し
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」

の
曲
に
合
わ
せ
て
氷
上
を
優
雅
に

舞
い
ま
す
。
石
川
さ
ん
は
、
財
団
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����� ひ と目
標
は
ス
ケ
ー
ト
の
五
輪
代
表

広
報
蕨　

六
七
六
号　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

�������
いし かわ

�����������
ゆ か

蕨

法
人
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
の
平
成

　

年
度
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
選
手
で
、

１９過
去
に
は
、
あ
の 
浅  
田  
真  
央 
さ
ん

あ
さ 
だ 

ま 

お

と
同
じ
表
彰
台
に
上
が
っ
た
こ
と

も
あ
る
期
待
の
選
手
で
す
。
４
歳

か
ら
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
始
め
、以
来
、

　

年
間
、
コ
ー
チ
の 
岡  
田  
節  
子 
さ

お
か 
だ 
せ
つ 
こ

１４ん
と
二
人
三
脚
で
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。
週
６
日
、
学
校
が
終

わ
る
と
川
越
の
ス
ケ
ー
ト
場
に
通

い
、
帰
宅
は
深
夜
と
い
う
忙
し
い

日
々
。
そ
ん
な
石
川
さ
ん
を
岡
田

コ
ー
チ
は「
努
力
の
天
才
」と
評
し

ま
す
。「
と
に
か
く
ま
じ
め
。決
し

て
器
用
で
は
な
い
け
れ
ど
、
だ
か

ら
こ
そ
人
一
倍
練
習
す
る
子
で
す
。

う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
技
を
黙
々

と
練
習
し
て
い
ま
す
」。

　

石
川
さ
ん
の
最
大
の
魅
力
は
高

さ
の
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
。
特
に
、
後

ろ
向
き
か
ら
左
の
つ
ま
先
を
突
き

立
て
て
跳
ぶ
ト
ゥ
ル
ー
プ
（
３
回

転
）、
ジ
ャ
ン
プ
の
中
で
最
も
難

易
度
が
高
い
、
前
向
き
に
踏
み
切

る
ア
ク
セ
ル（
２
回
転
半
）は
必
見

で
す
。最
近
で
は
、振
り
付
け
の
難

易
度
を
上
げ
た
新
曲
に
も
挑
戦
し
、

表
現
力
に
も
磨
き
を
か
け
ま
す
。

　
「
今
年
の
目
標
は
、
昨
年
は
あ

と
一
歩
で
届
か
な
か
っ
た
ジ
ュ
ニ

ア
の
最
高
舞
台
、
全
日
本
フ
ィ
ギ

ュ
ア
の
表
彰
台
に
立
つ
こ
と
」
と

話
す
石
川
さ
ん
。
そ
の
ひ
と
み
は

先
に
あ
る
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪

の
代
表
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

フィギュアスケートジュニア強化選手　

わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草　
　
　

ぷらっと・わらび・小さな旅

�����

　

暖
か
な
日
ざ
し
が
心

地
よ
い
３
月　

日
、
ぷ

23

ら
っ
と
わ
ら
び
西
ル
ー

ト
５
番
目
の
停
留
所

「
市
民
体
育
館
」
で
下

車
す
る
と
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
歌
声
が
市

民
体
育
館
に
隣
接
す
る

北
町
公
園
か
ら
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。

　

歌
声
は
、
こ
の
日
開

か
れ
た
、
北
町
地
区
の

新
入
学
児
童
を
祝
う

「
春
が
来
た
コ
ン
サ
ー

ト
」の
一
幕
で
す
。３
分

ほ
ど
咲
い
た
桜
の
木
の

下
に
設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
上
で
、

参
加
し
た　

人
の
新
１
年
生
が
、

40

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
前
で

少
し
照
れ
な
が
ら
、「
い
ち
ね
ん
せ

い
に
な
っ
た
ら
」や「
さ
ん

ぽ
」を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　

緑
が
多
い
こ
の
公
園
は

ブ
ラ
ン
コ
や
滑
り
台
な
ど

が
子
ど
も
に
人
気
な
ほ
か
、

新
緑
の
季
節
に
は
木
陰
で

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
お

年
寄
り
の
姿
も
見
ら
れ
る

な
ど
、
幅
広
い
年
代
に
親

し
ま
れ
る
憩
い
の
場
で
す
。

ま
た
、
公
園
の
半
分
が
広

場
に
な
っ
て
い
て
、
６
回

目
を
迎
え
た
こ
の
コ
ン
サ

ー
ト
や
、夏
に
は
盆
踊
り
が

開
か
れ
る
な
ど
、地
域
の
触

北
町
公
園

ノ
ジ
ス
ミ
レ

れ
合
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
初
め
ま
で
は
、
園
内
の
桜

の
花
も
見
ご
ろ
で
す
。
立
ち
寄
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


